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2024 年 3 月 28 日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 テ ク ノ ロ ジ ー ズ 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 良 原  広 樹 

（コード番号：５２４８  東証グロース） 

問 合 わ せ 先 取締役経営管理部長 宮 内  駿 

TEL.03-6432-7524 

 

（訂正・数値データ訂正）「2024 年１月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」の一部訂正について 

 

当社は、当社は、2024 年３月 18 日付で公表しました「2024 年１月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」

に一部訂正がありますのでお知らせいたします。 

また、数値データにも訂正がありましたので、訂正後の数値データも送信いたします。 

記 

１． 訂正理由 

「2024 年１月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」の公表後、記載内容の一部に誤りがあることが

判明しましたので、訂正を行うものであります。 

なお、連結財務諸表の訂正は連結貸借対照表及びキャッシュ・フロー計算書のみであり、連結損

益計算書に訂正はありません。 

 

２． 訂正箇所 

 訂正箇所には下線を付して表示しております。 

 

（サマリー情報） 

（３）連結キャッシュ・フローの状況 

【訂正前】 

 
営業活動による 
キャッシュ・フロ

ー 

投資活動による 
キャッシュ・フロ

ー 

財務活動による 
キャッシュ・フロ

ー 

現金及び現金同等物 
期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

2024年１月期 959 1,413 70 3,056 

2023年１月期 63 △32 318 612 

【訂正後】 

 
営業活動による 
キャッシュ・フロ

ー 

投資活動による 
キャッシュ・フロ

ー 

財務活動による 
キャッシュ・フロ

ー 

現金及び現金同等物 
期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

2024年１月期 959 1,476 70 3,119 
2023年１月期 63 △32 318 612 



 

 

（添付資料 3 ページ） 

（２）当期の財政状態の概況 

【訂正前】 

（負債） 

当連結会計年度末における流動負債は 8,213,390 千円となり、前連結会計年度末と比較して

8,083,635 千円の増加となりました。これは主に、株式会社エコ革の連結子会社化及び株式取得等

に係る資金調達に伴う短期借入金の増加 3,819,031 千円等によるものであります。 

固定負債は 4,513,448 千円となり、前連結会計年度末と比較して 4,331,873 千円増加となりまし

た。これは主に、株式会社エコ革の連結子会社化及び株式取得等に係る資金調達に伴う長期借入金

の増加 2,525,823 千円によるものであります。 

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて 12,415,508 千円増加し、12,726,838 千円とな

りました。 

 

【訂正後】 

（負債） 

当連結会計年度末における流動負債は 6,720,139 千円となり、前連結会計年度末と比較して

6,590,384 千円の増加となりました。これは主に、株式会社エコ革の連結子会社化及び株式取得等

に係る資金調達に伴う短期借入金の増加 3,819,031 千円等によるものであります。 

固定負債は 6,006,698 千円となり、前連結会計年度末と比較して 5,825,123 千円増加となりまし

た。これは主に、株式会社エコ革の連結子会社化及び株式取得等に係る資金調達に伴う長期借入金

の増加 2,525,823 千円によるものであります。 

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて 12,415,508 千円増加し、12,726,838 千円とな

りました。 
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（添付資料 3 ページ） 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

【訂正前】 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ 2,443,769 千円増加し、3,056,368 千円となりました。 

また、当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。 

（略） 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度における投資活動の結果得られた資金は 1,413,537 千円（前連結会計年度は

32,513 千円の支出）となりました。これは主に連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収

入 1,938,041 千円などによるものであります。 

 

【訂正後】 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ 2,506,976 千円増加し、3,119,576 千円となりました。 

また、当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。 

（略） 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度における投資活動の結果得られた資金は 1,476,745 千円（前連結会計年度は

32,513 千円の支出）となりました。これは主に連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収

入 1,938,041 千円などによるものであります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

（添付資料 6 ページ） 

（１）連結貸借対照表 

【訂正前】 

           (単位：千円) 

          
前連結会計年度 

(2023年１月31日) 
当連結会計年度 

(2024年１月31日) 

負債の部   

 流動負債   

   （略）  

  前受収益 ─ 1,633,200 

   （略）  

  流動負債合計 129,754 8,213,390 

 固定負債   

   （略）  

  長期前受収益 ─ 436,262 

   （略）  

  固定負債合計 181,575 4,513,448 

 

【訂正後】 

           (単位：千円) 

          
前連結会計年度 

(2023年１月31日) 
当連結会計年度 

(2024年１月31日) 

負債の部   

 流動負債   

   （略）  

  前受収益 ─ 139,950 

   （略）  

  流動負債合計 129,754 6,720,139 

 固定負債   

   （略）  

  長期前受収益 ─ 1,929,512 

   （略）  

  固定負債合計 181,575 6,006,698 
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（添付資料 12 ページ） 

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

【訂正前】 
 
           (単位：千円) 

          前連結会計年度 
(自 2022年２月１日 

 至 2023年１月31日) 

当連結会計年度 
(自 2023年２月１日 

 至 2024年１月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △2,400 △315,000 

 定期預金の払戻による収入 ─ 5,200 

  （略）  

 投資活動によるキャッシュ・フロー △32,513 1,413,537 

財務活動によるキャッシュ・フロー （略）  

    

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 350,367 2,443,769 

現金及び現金同等物の期首残高 262,231 612,599 

現金及び現金同等物の期末残高 612,599 3,056,368 

 

【訂正後】 
 
           (単位：千円) 

          前連結会計年度 
(自 2022年２月１日 

 至 2023年１月31日) 

当連結会計年度 
(自 2023年２月１日 

 至 2024年１月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △2,400 △383,800 

 定期預金の払戻による収入 ─ 137,207 

  （略）  

 投資活動によるキャッシュ・フロー △32,513 1,476,745 

財務活動によるキャッシュ・フロー （略）  

    

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 350,367 2,506,976 

現金及び現金同等物の期首残高 262,231 612,599 

現金及び現金同等物の期末残高 612,599 3,119,576 

 

 

 

 
 

以上 


